「オカタン★冬の冒険遊び場」実践研究〜⼦どもの夢中度分析から屋外の⼦ども好適空間のあり⽅を探る〜 by ⼭下 晋 et al.
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［Key words］  
Child,  adventure playground(play park),  exercise play,  enthusiastic level,  enthusiastic time 
［所 属］ 1 岡崎⼥⼦短期⼤学（Okazaki Womenʼs Junior College） 









































































































































○属    性 … ⼦どもの年齢・性別（選択回答） 
○滞 在 時 間 … 来場時刻と退場時刻（記述回答、滞在時間を算出） 







































































































＊図中の番号は表 2 の番号と対応している 
表 2：「オカタン★冬の冒険遊び場」コーナー名と概要 







































































































場の内容と、⼦どもが遊ぶ様⼦を表 2 にまとめた。 
 
（2）アンケート調査 








































幼児 26 ⼈（男児 14 ⼈、⼥児 12 ⼈）の年齢別の
⼈数（割合）は、3 歳児 4 ⼈（15.4％）、4 歳児 8 ⼈







コーナー 熱中度 有意差が認められたコーナー 
⾒晴らし台 4.5±1.0 ＞⼤きな⽊のドラム、プール、テント遊び、こまや剣⽟などの遊具 
壁登り 3.8±1.3 ＞テント遊び、こまや剣⽟などの遊具 
⾞輪のある遊具 3.7±1.3 ＞テント遊び、こまや剣⽟などの遊具 
焚き⽕ 3.7±1.1 ＞テント遊び、こまや剣⽟などの遊具 
制作 3.5±1.5  
⽵の遊び 3.3±1.4  
プール 3.0±1.5 ＜⾒晴らし台（滑り台） 
⽊のドラム 2.7±1.2 ＜⾒晴らし台（滑り台） 
テント遊び 2.4±1.5 ＜⾒晴らし台（滑り台）、壁登り、焚き⽕、⾞輪のある遊具 
こまや剣⽟などの遊具 2.4±1.3 ＜⾒晴らし台（滑り台）、壁登り、焚き⽕、⾞輪のある遊具 
値は平均値±標準偏差、有意⽔準ｐ<0。05 
表 4：各コーナーでの熱中時間と遊ばなかった理由 





⾒晴らし台 3.2±1.4 ＞テント遊び 怖い（1） 
壁登り 3.0±1.8 ＞テント遊び 時間がない（1）、怖い（1） 
焚き⽕ 3.0±1.2  時間がない（1） 
制作 2.7±1.8  興味がない（1）、時間がない（2）、混んでいた（1） 
プール 2.3±1.7  興味がない（2）、時間がない（1）、未記⼊（2） 
⽊のドラム 2.0±1.3 ＜⾞輪のある遊具 時間がない（1）、怖い（1）、遊び⽅が分からない（1） 
⽵の遊び 1.9±1.4 ＜⾞輪のある遊具 時間がない（1）、怖い（1）、未記⼊（3） 
テント遊び 1.7±1.2 ＜⾒晴らし台、壁登り、⾞輪のある遊具 興味がない（2）、時間がない（1） 
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［注 1］ 
“hygge”とは世界屈指の幸福感と⽣活満⾜度の⾼い国、⼈を⼤切
にする国であるデンマークの⾔葉で、「居⼼地が好い（よい）」、
「快適」の意味。	
